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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における、腫瘍性幹細胞および腫瘍前駆細胞から選択された少なくとも一つの細胞
種の過度な細胞増殖または誤制御された細胞増殖を特徴とする腫瘍を治療するための医薬
組成物であって、骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物および骨形成タンパク質レセプタ（
ＢＭＰＲ）シグナル伝達活性化剤からなる群から選択される少なくとも１つの作用薬を含
有する医薬組成物。
【請求項２】
　前記腫瘍は脳腫瘍である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記脳腫瘍は多形膠芽腫である、請求項２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　少なくとも１つの作用薬は骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物である、請求項１に記載
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の医薬組成物。
【請求項５】
　前記骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物は、骨形成タンパク質－２（ＢＭＰ－２）調製
物、骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物、骨形成タンパク質－５（ＢＭＰ－５）
調製物、骨形成タンパク質－６（ＢＭＰ－６）調製物、骨形成タンパク質－７（ＢＭＰ－
７）調製物および骨形成タンパク質－８ｂ（ＢＭＰ－８ｂ）調製物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つの作用薬である、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　前記骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物は骨形成タンパク質－２（ＢＭＰ－２）調製物
を含む、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記骨形成タンパク質－２（ＢＭＰ－２）調製物は、完全長のヒト骨形成タンパク質－
２（ＢＭＰ－２）または完全長ヒト骨形成タンパク質－２（ＢＭＰ－２）のフラグメント
を含む、請求項６に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物は骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物
を含む、請求項４に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　前記骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物は、完全長のヒト骨形成タンパク質－
４（ＢＭＰ－４）または完全長ヒト骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）のフラグメント
を含む、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの作用薬は、腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞における骨形成タン
パク質レセプタ（ＢＭＰＲ）を介したシグナル伝達を増大させることが可能である、請求
項１に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞における骨形成タンパク質レセプタ（ＢＭＰＲ）を介
したシグナル伝達の増大は、細胞の生存、自己複製、対称分裂、増殖、および分化につい
ての特性からなる群から選択される腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞の特徴の少なくとも
１つを調節する、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　白血病抑制因子（ＬＩＦ）調製物または白血病抑制因子レセプタ（ＬＩＦＲ）シグナル
伝達活性化剤をさらに含み、前記白血病抑制因子（ＬＩＦ）調製物または白血病抑制因子
レセプタ（ＬＩＦＲ）シグナル伝達活性化剤は腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞における
ＬＩＦレセプタ（ＬＩＦＲ）を介したシグナル伝達を増大させる、請求項１に記載の医薬
組成物。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの作用薬は、腫瘍中の腫瘍性幹細胞および腫瘍前駆細胞のうち少な
くともいずれか一方の数を減少させる、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの作用薬は、腫瘍の成長を低減する、請求項１０に記載の医薬組成
物。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの作用薬は、少なくとも１つのポリマー製ウエハまたは少なくとも
１つのポリマー製ビーズと結合している、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの作用薬は、骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物である、
請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの作用薬は、腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞が対称分裂を行う可
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能性を低減する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１８】
　前記腫瘍はヒト患者における多形膠芽腫であり、前記少なくとも１つの作用薬は骨形成
タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの作用薬は、骨形成タンパク質レセプタ（ＢＭＰＲ）シグナル伝達
活性化剤である請求項１５に記載の医薬組成物。
【請求項２０】
　前記骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物は、少なくとも１つのポリマー製ウエ
ハまたは少なくとも１つのポリマー製ビーズと結合している、請求項１８に記載の医薬組
成物。
【請求項２１】
　前記骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物は、腫瘍性幹細胞または腫瘍前駆細胞
における分化を誘導する、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物は、骨形成タンパク質－２（ＢＭＰ－２）調製
物、骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－４）調製物、骨形成タンパク質－５（ＢＭＰ－５）
調製物、骨形成タンパク質－６（ＢＭＰ－６）調製物、骨形成タンパク質－７（ＢＭＰ－
７）調製物および骨形成タンパク質－８ｂ（ＢＭＰ－８ｂ）調製物からなる群から選択さ
れる少なくとも１つである、請求項１０に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　手術と組み合わされるとき、前記多形膠芽腫は、前記骨形成タンパク質－４（ＢＭＰ－
４）調製物を放出する切除腔を形成すべく、少なくとも部分的に切除される、請求項１８
に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　化学療法剤、放射線治療薬もしくは放射線療法、および手術のうちの少なくとも一つと
併用される、請求項１８に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記骨形成タンパク質（ＢＭＰ）調製物または前記骨形成タンパク質レセプタ（ＢＭＰ
Ｒ）シグナル伝達活性化剤と、前記白血病抑制因子（ＬＩＦ）調製物または前記白血病抑
制因子レセプタ（ＬＩＦＲ）シグナル伝達活性化剤とを含む医薬組成物は、腫瘍の治療に
おける相乗効果をもたらす請求項１２に記載の医薬組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　さらなる態様では、本開示は、腫瘍性幹細胞を含む腫瘍を治療するための方法であって
、腫瘍性幹細胞を、腫瘍性幹細胞の分化を誘導する作用薬と接触させることを含む方法を
提供する。適切な分化作用薬には、ＬＩＦ調製物、ＢＭＰ調製物、ＢＭＰＲシグナル伝達
活性化剤、およびＬＩＦＲシグナル伝達活性化剤が含まれる。例えば、多形膠芽腫は、開
示の方法に従って、腫瘍中の腫瘍性神経幹細胞を、腫瘍性神経幹細胞の分化を誘導するの
に十分な量のＢＭＰ－４調製物と接触させることにより（または、腫瘍の減量手術後の切
除腔内に残すことにより）、治療可能である。
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